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大切なものがあるから 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表紙　大切なものがあるからいまから、株式会社ケービデバイスの魅力発信レポートの発表を始めます。発表は佐々木とわたくし平林が務めさせていただきます。皆さん、この社名を聞いてどのようなことをしている企業だと思われるでしょうか。ケービと入っているから警備会社でしょうか？違います。ヒントは右上の画像と吹き出しの中身です。ちなみに、このワンちゃんの名前はアタッシェ。フランス語で絆という意味です。



会社名 株式会社ケービデバイス 

設立 ２０００年１１月２１日 

資本金 １億円 

代表取締役  高杉 政一 

従業員数 
 

従業員数 60名 
総合防犯設備士 1名 
防犯設備士 25名 

事業内容 防犯カメラ・システムの設計、 
組立、販売、施工、保守 

会社概要 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
会社概要　株式会社ケービデバイスさんです。社名の「ケービ」は、アルファベットで書けばKとb。 Kには、創業地の京都 、主力商品のカメラ、の意が含まれています。 bは事業分野とする防犯のb 、そして続けて読んだ音のケービは“警備”に通じます。 こうした思いを含めて命名された社名です。そして、私たちがひそかに着目したのは、会社の立地です。仏光寺という大きいお寺が目の前にあり、京都ならではの立地と言えます。防犯カメラを設計、部品を組み立てて、その商品を中間業者さんを通してお客さんに提供します。商品をお客さんに提供するだけではなく、防犯カメラのシステム、アフターサービスの提供もしていらっしゃる会社です。ケービデバイスさんはみなさんの気づかないところで、日々安心と安全を守ってくださっています。



事業内容 

モノ(商品) 

 

だけではなく 

サービス提供 
コト(機能) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業内容先ほどの説明で防犯カメラ・システム？何をしている会社なの？　と思った方もいらっしゃるでしょう。防犯カメラシステムとは、設置された防犯カメラから映像を伝送し、レコーダーで記録することもできるシステムのことです。ケービデバイスさんは、その防犯カメラの製造、システムの開発を手掛けており。簡単に言うと、防犯カメラのメーカーさんである。しかし、ただお客さまのもとに商品が届けばそれで終わりということではないケービデバイスさんのメーカーとしての事業の考え方は「これからのメーカーは、商品（モノ）だけでなく、その後のアフターフォローを 含めたサービス提供によって、コト（機能）を提供することが必須」その機器を使っている間の保証や、お客さんの手に渡った商品に関連した独自のサービスも提供しています。たとえば、下の図は「みまもりサービスあんしん君」というものです。防犯カメラシステムの機器の異常や不具合を検知し、ユーザーへ報告します。防犯カメラシステムのユーザーは、「必要な時に必要な映像を取り出す」ことを目的に、防犯カメラシステムを導入しています。このサービスは、万が一の時に実はカメラが故障していて、記録できていなかったという事態とならないように、機器異常を早期に発見でき、本来の防犯カメラシステムの導入目的を維持することが可能なサービスです。ほかにも、機器のリース・レンタルや保証、メンテナンスサービスなどの、お客様の手に渡った後も気持ちよく使いつづけてもらうためのサービスがいくつもあります！



•最先端技術を駆使し社会に役立つシステムを 

①社会に貢献する企業 

•内と外から会社の透明性を高めていく 
• 社内の評価基準の明確化 

• ＩＳＯ９００１、１４００１取得 ・オスカー認定 

 

②信頼のおける企業 

•革新、改善と改革 

③挑戦する企業 

経営理念 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
経営理念　大きく分けて3つになっています。社会に貢献する企業常に最新の、最適なシステムをお客様に提供することで社会に貢献していくまずは、「防犯カメラシステム」と言えば「ケービデバイス」が目標。また、「映像」という視点で今後も取り組んでいくので、介護等、同業界異業種分野でも貢献していきたいと考えています。信頼のおける企業内と外から内部からは部評価基準を明確に誰にでもわかりやすくすることで、透明度を高め、全員が同じ方向に向かって努力できる環境が社内に作られています。国際規格である「ＩＳＯ認証」の、品質と環境での取得や、京都市が審査・認定する、持続的な成長が期待される元気な会社や革新的な企業を評価する制度である「オスカー認定」など。これらは外部からの評価です。第三者からの評価をいただくことで一人よがりな評価でないことがわかり、お客様にも自信をもって機器・サービスを提供できます。挑戦する企業常に社員全員が上を目指していく努力を欠かしません。改善は繰り返していくと必ず天井がある、その時は改革、つまり新しいものを生み出そうとする。そうやって常に社員さん全員が努力をされています。
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魅力その①社員育成 

リーチング 

防犯設備士 

ＰＤＣＡ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず初めに、私たちが感じたケービデバイスの魅力の一つ目は、社員育成です。先程、平林が経営理念の「信頼のおける企業」のところで、社内の透明性を高めるために、ケービデバイスではある評価基準を設けているとお伝えしました。その評価基準こそが、ケービデバイスの魅力の一つです。ケービデバイスでは、社員さんの個人的な能力をそれぞれアップさせていくために、今年からリーチングを導入しました。リーチングとは、PDCAの繰り返しのことです。プランでは、個々の等級と能力から本人と上司と相談のうえ設定した、１年の目標を達成するために、個人で２週間ごとの目標と計画を立てます。ドゥー　その２週間の目標と計画をもとに業務を実施します。チェックで、月初めには実施した業務が計画通り行われて、当初の目標を達成しているかを確認し、評価し、アクションで、評価結果をもとに、今後の改善点を見つけ出し、改善点と今後の目標と計画を記載したシートを提出します。評価の内容によってボーナスや給料に直接的な影響もあるので、みなさん常に自分の目標に向かって励んでいらっしゃいます。また、ケービデバイスでは防犯設備士取得の報奨金制度を設けていて、社員が資格を取りやすい環境を作っています。



魅力その②社長 

・改善と改革 

・限界はない 

・ライバルは自社 

代表取締役 高杉政一 様 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ケービデバイスの魅力の２つ目は社長さんです。予定には無かったのですが、急遽代表取締役である高杉さんとお話しする機会を頂き、様々なことをお聞きさせて頂きました。高杉さんのお言葉の中で特に印象に残っていることがあります。それは、ライバルは自社だということ、限界はないということ、常に改善と改革をし続けるということです。高杉さんは、「（中小企業は）どれくらい自分の土俵を作って会社の独自性を磨けることが出来るかにかかっている。社会は偏差値とは無縁だからやった分だけ返ってくる。だからこそとことんやる。限界はない。可能性は自分がここまでと区切りをつけない限りは無限に存在する。今あるシステムが最良のものだとは思わずに、常に改善を重ね、より良いものをお客様に提供する。今まで良しとしていたものでも、時代に合わせて人に合わせて臨機応変に対応していくことも必要。」と仰っていました。インタビューから、高杉さんは芯があり常に向上心を持って仕事に取り組んでいる方なのだという印象を受けました。高杉さんがこのように筋がありブレない方なので、高杉さんの下で働く社員さんの方も安心して会社の方針に従ってゆくことができる事が魅力のひとつでもあると感じました。



魅力その③人間関係 

目標 

「○○さん」 

目安箱 

取引先との忘年会 

全社員の交流会 

役職はあくまでも役割 

２回 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ケービデバイスの魅力３つ目は何と言っても会社の人間関係の良さです。ケービデバイスでは、社内の人間関係を良好にするために心がけていることがあります。まず一つ目に、先程から代表取締役の高杉さんを「高杉さん、高杉さん」と言わせていただいていますが、実はケービデバイスでは役職で人を呼ばない、というルールがあります。たとえ社長でも「高杉さん」と呼びます。これは役職はあくまでも役割であるという考え方からです。このことで壁がなくなっていると感じるそうです。また、ケービデバイスでは社内に目安箱を設置していて、担当の社員へ要望のメールを送り、担当の社員はそれに返事をするという仕組みがあります。このメールは匿名ですが内容は公開され、公平公正な判断のもと社員の意見を積極的に受け入れ社員がより働きやすい環境を作っています。たとえば「今年はもう寒くなってきたのでビル主装置を暖房に切り替えてください」など些細なものや改善提案などもあるらしいです。また、ケービデバイスの忘年会少し変わっていて、ケービデバイスの社員がホスト役になり、取引先の方々をもてなします。それから、ケービデバイスでは４月の全国会議と１１月の社員旅行の、年に２回全社員で行う交流会があり、本社だけでなく各拠点の人の顔と名前がわかることは、中小企業ならではの魅力であるといえます。このような取り組みからか、社員さん同士はプライベートでも遊びに行くほど仲が良く、取引先との信頼関係も厚いので仕事の際に一つの目標に一丸となって取り組むことが出来ます。



私たちから見たケービデバイスの魅力 

限界はない 

全社員が芯を持って、 
同じ目標に向かっている姿 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、私たちが感じたケービデバイスの魅力は何と言っても、「全社員が芯を持って、同じ目標にむかっている姿」です。みなさんが自分の仕事というものにとても誇りを持っていて、何があっても妥協はしないという姿勢がビシビシと感じられました。そして、常に自分に何が求められているかを考えながら、自分を高めることのできる職場です。社員さんの成長によって会社もより豊かになり、そしてさらに新たな目標に向かっていくことができます。高杉さんの「限界はない」という言葉を社員のみなさんが実感しながら仕事に取り組む、素敵な会社であると思いました。これで株式会社ケービデバイスの魅力発信レポートを終わりたいと思います。ご清聴頂きありがとうございました。
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